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利用者様がその人らしく暮らせるように、気づきを大切に職員間で日々話し合い情報を共有し個別ケア
に努めている。利用者様の出来る事やしたい事を奪わないケア、利用者様の笑顔を引き出す声掛けを
心掛けている。利用者様のご家族とも報告、連絡、相談を密にし、安心していただけるように心掛けて
いる。今、どのようなケアが必要か一人ひとりの希望に基づいた安全名ケアを目指している。コロナ過
で以前のように外出が出来ない中でも、季節を感じられる行事や誕生日会を心掛けている。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

文化センターや幼稚園、市役所等が散在する住宅地の一角に位置している。ホームは平屋
建て３ユニットで、敷地内にデイサービスがある。コロナ禍前は認知症カフェやホーム主催の
行事に、毎年大勢の地域住民の参加があり交流の場として、地域に根ざしたホームであり、
再開を望んでいる。外出が制限されている中、職員は室内で楽しめる夏祭りやクリスマス会等
季節の行事を、入居者と一緒に考案し実行して、笑顔と笑い声を響かせている。環境、防災、
勉強、リスク、感染の各委員会が中心となりミーティングや勉強会で話し合いを重ね、振り返
り、新しい気づきを共有し「入居者本位」の基本を大切にした支援に取り組んでいる。

基本情報リンク先

宮城県多賀城市高崎3丁目29－１所在地
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1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

利用者は、職員が支援することで身体や精神の
状態に応じて満足出来る生活を送っている。
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がりや深まりがあり、事
業所の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

4. ほとんどいない

職員は、やりがいと責任を持って働けている。
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての利用者が

60
利用者の意思を出来る限り尊重し、外出等の支
援をする努力をしている。
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、医療機関との連携や、安全面で不安
なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

59

一万人市民委員会宮城
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2.自己評価および外部評価結果(詳細)（事業所名　　グループホームゆうゆう・多賀城　　　）「ユニット名　ふじ　　」

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的な
行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 (6) ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払い、
防止に努めている

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

コロナ過の為行えていないが以前は認知症
カフェの開催があり地域の人々の相談を受
け支援していた。現在は見学者やご家族様
のお話を聞き支援している。

コロナ過にて開催できていないが各棟の取
り組みや利用者様の様子を議事録作成しご
家族等に配信している。

奇数月に６回書面会議で行っている。入居状
況や活動報告、コロナウイルスの影響と対策
等を報告している。全家族にも郵送してい
る。２月に家族アンケートを実施し、コロナ禍
に対する感謝の言葉等が寄せられた。

会社理念を基にユニット目標と自己目標を
立て日々のケアに活かしている

毎年4月に目標達成状況を話し合い、会社理
念を基に、３ユニット各自の目標を作ってい
る。目標を玄関やホールに掲示している。何
事も他人事でなく自分事として捉え、笑顔に
繋がる支援を心がけている。

コロナ感染防止の為、なかなか行えていな
いが散歩等で外出した時は挨拶を交わし会
話を行っている。

コロナ禍のため、地域住民との直接の交流
は自粛している。コンビニでの買物やウッド
デッキで洗濯物干しているとき等、近隣の方
が声をかけて来る。ボランティアの方が新聞
紙で折ったごみ入れを持って来訪する。

定期的に社内勉強会を開き、職員に虐待の
意識を高め防止に努めている。

職員は虐待の芽チェックリストを活用し、高齢
者虐待に該当する行為を理解している。接遇
の勉強会を実施し、介護の姿勢や身だしな
み、声がけについて振り返りを行い、虐待に
繋がらないケアに努めている。

運営推進会議の議事録を提出し情報を共
有し、協力、相談して頂いている。

介護保険更新や生活保護関連の諸手続きで
担当窓口に行き助言を得ている。介護保険
運営協議会に参加した。書面による実地指
導があり、見直しや改善点の確認を行った。
今回の外部評価に市職員が同席している。

定期的に身体拘束の内部研修を行い身体
拘束にならないように気を付けている。やむ
をえない場合はご家族様に了承を得て記録
に残している。

身体拘束廃止委員会を定期的に実施し、転
倒防止のセンサー使用や暴言、暴力にどう
対応するか等、課題を話し合っている。帰宅
願望は寄り添い、傾聴して一緒に行動した
り、電話をしたいという方等に行動を制止す
ることのないよう対応をしている。

1/8 一万人市民委員会宮城
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 (7) ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 (8) ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 (9) ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

不適切ケアから身体拘束について社内での
勉強会を開きりかいを深めそのケアに努め
ている。

日々のミーティングや毎月のユニット会議で
挙がった議題は主任会議に反映されてい
る。ユニット会議には管理者が毎回出席して
いる。

広報や防災、勉強等の委員会からの活動報
告や個々に合った排泄用品の変更等の提案
があり実現している。家族より希望のあった
外出について、感染予防を徹底した実施を検
討している。年２回管理者との面談がある。

自己目標の設定を行い向上心を持てるよう
に努めている。資格取得への協力体制もあ
り資格手当も充実している。また相談しやす
い環境を整えている。

ご家族と入居時に不安な点は十分に話し合
い理解と同意を得ている。改定時も同様に
同意を得ている。またいつでもご家族から不
安や疑問があれば迅速に対応している。

ご家族には毎月のお便りで普段の様子をお
伝えしている。面会時や電話の際にも詳しく
説明している。

面会は玄関で時間を決めて行っている。入居
者の生活の様子を写真入りで送る毎月の便
りは、家族に喜ばれている。２月に満足度ア
ンケートを実施した。遠方家族からアイパッド
での面会の要望に応えている。

社外研修への参加が難しくなっているが研
修後の伝達研修は実施している。新人研修
も随時行っている。

グループホーム協議会への参加や研修を
通し個人の交流の機会を作っている。

グループホーム協議会の勉強会に参加し、
ケアに活かしている。コロナ禍による職員不
足の協力体制などの情報交換をしている。コ
ロナ感染状況を考慮し、同業者と交流するよ
う努めている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、
本人の安心を確保するための関係づくりに努めて
いる

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、他
のサービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 (10) ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

利用者の言葉を傾聴しどのような思いをもっ
ているのかをくみ取りケアに活かしている。
気付いた点は記録し申し送りしている。

実調時の聞き取りやセンター方式の活用に
てご本人とご家族の思いや不安な事を知る
努力をしている。

え面会時には最近の様子を伝え情報を共有
している。毎月のお便りでも生活の様子を報
告、気づきや変化のある時は電話での報告
などしている。

ご家族や親族の方にお話を聞きご本人様の
大切にしてきた馴染みの人、場所を知り理
解を深めケアや声掛けに反映している。

友人等の面会や外出は自粛している。家族
の話やセンター方式に記入された思いや馴
染みの人、場所の情報を、日常の会話に取
り入れている。来訪する理美容師は馴染み
の人となっている。

見学や相談時によく話を伺い、どのような状
況にあるかを確認し、必要な対応を行ってい
る。

日常生活においてともに作業する時間やレ
クリエーションの時間を大切に関わってい
る。その方に合ったや代わりの提供を行い、
都度感謝の気持ちを伝えている。

利用者様同士で会話が弾んだり楽しく過ご
せるよう職員が間に入り話題やレクリエー
ションを提供している。リビングの席の配置
も考慮している。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 (11) ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 (12) ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

ご本人の意向に沿ったケアを心掛けてる。
ご家族にも相談し報告を密にしている。

日々の関わりの中で、思いや希望を把握で
きるよう努めている。何気なく発した言葉やつ
ぶやき、表情等を観察し記録に残し、共有し
ている。「饅頭が食べたい」等、その人の思い
に出来るだけ応じている。

ご本人やご家族にお話しを伺い、ここでの生
活がご本人によりよい日々になる様に心掛
けている。

他のサービスに移行時は相談、協力し情報
を共有している。

個々に気づきのページを作成し職員間で
ミーティング時に話し合い介護計画の見直し
に活かしている。

本人やご家族の状況により変化や気づきが
ありそのニーズに対し必要に応じた協力を
いただいている。

日々のミーティングで気づいたことや変化を
話し合い共有している。

職員全員から情報収集し、ご家族と本人の
意向を考え介護計画を作成している。

個々の介護計画短期目標に合わせ、カンファ
レンスを開きモニタリングを行い、６ヵ月毎に
見直している。状態に変化などあった場合
は、その都度見直している。転倒リスクが高
い等、現状に即した計画となっている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 (13) ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に
伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看
護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
また、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。又は、そ
うした場合に備えて病院関係者との関係づくりを
行っている。

33 (14) ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 (15) ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につけると
ともに、地域との協力体制を築いている

週１回の訪問看護を利用。文章と口頭での
申し送りをしアドバイスをいただいている。緊
急時は訪問日以外でも電話での相談も行え
往診医との連携もある。

ご家族や利用者様の不安等少しでも軽減で
きるよう、医療機関との情報交換とご家族様
とも情報を共有し、希望に沿えるよう取り組
んでいる

コロナ過以前は一緒にスーパーやコンビニ
に買い物を行っていた。認知症カフェも毎月
開催し地域の方々とのかかわりがあった。
現在は挨拶を交わす程度である。

かかりつけ医受診の際は職員からの状態報
告を行っており月２回の往診医対応となって
いる。往診の結果は必要に応じご家族に連
絡している。

殆どの方が、月２回の協力医の訪問診療を
受診している。かかりつけ医と専門医の受診
は家族対応となっている。歯科医の定期健診
があり、週１回歯科衛生士の口腔ケア指導、
訪問看護師の来訪がある。

避難計画書を作成しグループホームのみで
避難訓練を実施いた。備蓄品の確認、緊急
連絡網や災害時のマニュアルの見直し等も
随時行っている。

避難訓練実施計画書を作成し、年２回実施し
ていたが、コロナ禍のため夜間想定訓練は
出来なかった。防災委員会を中心に振り返り
を行い、次に活かしている。備品の確認や緊
急連絡網、マニュアルの見直しをしている。

身体状況に合わせご家族との話し合い、以
降の確認をし希望に沿えるように往診医、ご
家族とも情報を共有し取り組んでいる

「重度化対応・終末期ケア対応指針」を明文
化し、入居時に本人と家族に説明している。
重度化した場合に段階的に、医師、関係者と
話し合い方針の統一を図っている。職員に看
取りに関する勉強会をしている。

消防署による救命救急の講習を毎年行って
いたがコロナ過にて行えていない。AEDはふ
じ棟に設置している。利用者様の急変時は
往診医に連絡、相談し連携を取っている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 (16) ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 (17) ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応
じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

利用者様の声を聴き気持ちに寄り添ってい
く様努めている。

ユニットミーティング時に接遇マナーの勉強
会をしている。入居者一人ひとりに合わせた
対応を心がけ、不快にさせないケア、プライ
バシーを損ねないケアに取り組んでいる。

起床時には身だしなみを整え、ご本人の好
みや季節に合った服装をして頂ける様に支
援している

嚥下の状態にもよるが料理はそれぞれに
合った調理を工夫している。片付けや食器
拭き等職員と一緒にしている。

食材は宅配業者より配達される。入居者の
希望でメニューを変更することがある。七夕
に流しそうめん等行事食がある。誕生日には
職員手作りのケーキがある。ホットケーキ等
おやつを一緒に作って食べる楽しみがある。

日常的コミュニケーションを大切にし心配事
などを聞きできるだけ希望に沿えるように努
めている。

利用者様それぞれのペースを大切にし、ご
本人の表情を探りながら支援している

食事量や一日の水分、食事量はパターン
シートの記入で必要量の水分と食事量を確
認している。

食事後は声掛けし口腔ケアをしていただき
仕上げ磨きをしている。週に一度の歯科往
診には口腔の状態を必ず聞き共有してい
る。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

43 (18) ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （19） ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた支援をしている

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （20） ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。また、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

排泄チェックにより個別のサインやパターン
の把握、トイレ案内を行っている。レベル低
下に伴いトイレで排泄できるよう二人介助の
時もある。

定時や立ち上がる等のサインを見逃さず、ト
イレ誘導をしている。夜間帯はオムツやポー
タブルトイレを使用する等、個別に支援してい
る。歩行訓練の結果、歩行が可能となり、トイ
レ排泄が自立となった方がいる。

パターンシートの記入で水分量のチェック排
便の有無を共有している。お好きな飲み物
の提供、排便コントロールを毎日確認してい
る。

病名と薬の理解に努め、薬の変更や効能、
副作用も薬情により確認している。調剤薬
局からの情報提供も確認共有している。

モップ掛けや洗濯たたみ、テーブル拭きや
食器拭き等ご自分お役割と手伝って下さる。
毎月の行事では季節が感じられるように
行っている。

利用者様の体調と気分を考慮し声掛けし入
浴して頂いている。重度の方には二人体制
で安全に安心して入浴して頂けるように支
援している。

毎日の入浴や夜間の入浴等、一人ひとりの
希望に合わせた対応をしている。「お風呂ど
うですか」と無理強いしない声がけをしてい
る。浴槽を跨ぐのが困難な方は、足浴やシャ
ワー浴、二人体制で支援している。

一人一人の状態に合わせた声掛け、休息
の支援をしている。休息している時は頻回巡
視をしている。

コロナ過にあり、なかなか外出できていな
い。車椅子利用者が多い事もあり、ベランダ
での日光浴をよく行っている。

遠出の外出はなかったが、天気の良い日は
ホーム周辺を散歩している。春に近隣の公園
に桜を見に出掛けている。職員と一緒にコン
ビニに買い物に出掛ける方もいる。ウッドデッ
キでおしゃべりや日向ぼっこを楽しんでいる。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （21） ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （22） ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

ご本人の希望ある際は電話をおつなぎした
り、手紙のやりとりもご本人にお渡ししてい
る。

共用の空間は毎日、朝と夜間に清掃して清
潔に気持ちよく過ごせるようにしている。温
度や湿度も毎日確認している。季節が感じ
られるような歌詞の提示、一緒に歌ったりし
ている。

リビングの木製の丸テーブルは、暖かなぬく
もりを感じる。定期的に窓を開け換気を行
い、温湿度を管理している。手作りのカレン
ダーや干支のうさぎの貼り絵を飾り、節分の
鬼の面が季節を感じる。廊下に椅子とソファ
を置く等、居心地の良い空間である。

散歩の際ご本人の希望によりご本人のお金
で好きな飲み物を買ったりしている。

トイレの表示や自分の居室がわかるように
表示している。廊下歩行時にソファーを置き
いつでも一休みできるようにしている。

リビングでは気が合う利用者は近くに席を作
り会話を楽しめるような場所づくりをしてい
る。

入居の際はご本人を交えご家族相談し、馴
染みの家具やアルバム、使い慣れた物でご
本人が安心して生活できるように支援してい
る。

和室３部屋と洋室６部屋がある。使い慣れた
ベッドや布団を持ち込み、タンスや椅子と
テーブルを使い易いよう配置している。ピアノ
を持ってきている方がいる。壁に家族の写真
や作品を飾り、安心できる居室である。

8/8 一万人市民委員会宮城



ゆうゆう・多賀城 2023/3/20

令和 4 年度

【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】

○ ○

○

○
○

○

○
○

○
○

○
○

○

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、医療機関との連携や、安全面で不安
なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

59

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

60
利用者の意思を出来る限り尊重し、外出等の支
援をする努力をしている。
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

4. ほとんどいない

職員は、やりがいと責任を持って働けている。
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての利用者が

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がりや深まりがあり、事
業所の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

利用者は、職員が支援することで身体や精神の
状態に応じて満足出来る生活を送っている。
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

宮城県仙台市宮城野区榴岡４－２－８　テルウェル仙台ビル２階

NPO法人　介護の社会化を進める一万人市民委員会宮城県民の会

所在地

事業所名

評価機関名

自己評価作成日

http://www.kaigokensaku.jp/

令和４年11月15日

1  自己評価及び外部評価結果

0470900242

法人名 株式会社　アルテディア

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号

訪問調査日 令和　5年2月9日

コロナ禍でも時間や場所、距離等を考慮し感染対策をしての面会をできるだけ対応してきました。終末
期のご利用者様のご家族様には、時間を制限することなく一緒にお部屋で過ごしていただいています。
利用者様一人ひとりのペースに合わせた対応を心掛け、離れて暮らすご家族様に安心していただける
ことと、最後に「ここを選んでよかった」と言っていただける施設を目指しています。安心、安全な生活の
ために、話し合いを重ねることや、気づきの共有、確認、相談を行うことに努め、ケアの向上につなげて
います。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

文化センターや幼稚園、市役所等が散在する住宅地の一角に位置している。ホームは平屋
建て３ユニットで、敷地内にデイサービスがある。コロナ禍前は認知症カフェやホーム主催の
行事に、毎年大勢の地域住民の参加があり交流の場として、地域に根ざしたホームであり、
再開を望んでいる。外出が制限されている中、職員は室内で楽しめる夏祭りやクリスマス会等
季節の行事を、入居者と一緒に考案し実行して、笑顔と笑い声を響かせている。環境、防災、
勉強、リスク、感染の各委員会が中心となりミーティングや勉強会で話し合いを重ね、振り返
り、新しい気づきを共有し「入居者本位」の基本を大切にした支援に取り組んでいる。

基本情報リンク先

宮城県多賀城市高崎3丁目29-1所在地

グループホーム　ゆうゆう・多賀城　もえぎ

一万人市民委員会宮城

http://yell.hello-net.info/kouhyou/
http://yell.hello-net.info/kouhyou/
http://yell.hello-net.info/kouhyou/
http://yell.hello-net.info/kouhyou/
http://yell.hello-net.info/kouhyou/
http://yell.hello-net.info/kouhyou/
http://yell.hello-net.info/kouhyou/
http://yell.hello-net.info/kouhyou/
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2.自己評価および外部評価結果(詳細)（事業所名　　グループホームゆうゆう・多賀城　　　）「ユニット名　　　もえぎ　　　　」

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的な
行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 (6) ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払い、
防止に努めている

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

コロナ禍であまりできていないが状況が良く
なったら、ボランティアの方に入って頂いた
り、カフェの開催等で実践を活かしていきた
い。

現在コロナ禍で中止となっているが、２か月に
１回の運営推進会議を開催し、意見交換や、
活動報告を行い、会議内容は議事録で共有し
ていた。今年度は文書にて行政、家族、地域
の方にケアの取り組みや、感染予防の様子
等、報告している。

奇数月に６回書面会議で行っている。入居状
況や活動報告、コロナウイルスの影響と対策
等を報告している。全家族にも郵送してい
る。２月に家族アンケートを実施し、コロナ禍
に対する感謝の言葉等が寄せられた。

会社の理念に沿って、外部評価の結果を踏
まえ、もえぎの課題を明確にして、目標を設
定、自己の目標達成を目指し実践している。

毎年4月に目標達成状況を話し合い、会社理
念を基に、３ユニット各自の目標を作ってい
る。目標を玄関やホールに掲示している。何
事も他人事でなく自分事として捉え、笑顔に
繋がる支援を心がけている。

現在コロナ禍で地域の方々とのお付き合いはな
いが、デッキ越しに近所の方とあいさつを交わし
たり、以前ボランティアで入って頂いていた方々
が折った新聞を届けてくださる。

コロナ禍のため、地域住民との直接の交流
は自粛している。コンビニでの買物やウッド
デッキで洗濯物干しているとき等、近隣の方
が声をかけて来る。ボランティアの方が新聞
紙で折ったごみ入れを持って来訪する。

施設内で高齢者虐待についての勉強会を実施した。虐
待の芽チェックリストを使用して振り返る機会も作った。

職員は虐待の芽チェックリストを活用し、高齢
者虐待に該当する行為を理解している。接遇
の勉強会を実施し、介護の姿勢や身だしな
み、声がけについて振り返りを行い、虐待に
繋がらないケアに努めている。

運営推進会議にて助言や指導を受けていた
が、現在のコロナ化の状況から電話やメー
ルで感染予防、災害時の避難について等確
認したり、カフェ開催の相談等を行ってき
た。

介護保険更新や生活保護関連の諸手続きで
担当窓口に行き助言を得ている。介護保険
運営協議会に参加した。書面による実地指
導があり、見直しや改善点の確認を行った。
今回の外部評価に市職員が同席している。

身体拘束廃止委員会を実施し意見を出し合
いそれを議事録として残し全職員が情報を
共有し、身体拘束のないケアの実施に取り
組んでいる。

身体拘束廃止委員会を定期的に実施し、転
倒防止のセンサー使用や暴言、暴力にどう
対応するか等、課題を話し合っている。帰宅
願望は寄り添い、傾聴して一緒に行動した
り、電話をしたいという方等に行動を制止す
ることのないよう対応をしている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 (7) ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 (8) ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 (9) ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

コロナ禍にて学ぶ機会が少なかったが、資
料などを使って共有するようにしている。

月１回、ユニット会議を開き改善点等、話し
合い管理者に報告している。各棟で出され
た意見は主任会議で共有、反映を行ってい
る。

広報や防災、勉強等の委員会からの活動報
告や個々に合った排泄用品の変更等の提案
があり実現している。家族より希望のあった
外出について、感染予防を徹底した実施を検
討している。年２回管理者との面談がある。

人事考課制度があり、職員一人一人の個人
目標を設定し、やりがいや向上心がもてるよ
う、達成度に応じて評価している。

管理者、計画作成者が利用者様、御家族の
不安、質問などをその都度十分に聞き説明
する場を設け、納得が得られるようにしてい
る。

面会、行事、ケアプラン説明、毎月のお便り等を
通してこまめに連絡を取り合って意見、要望をお
聞きするようにしている。今年はご家族様参加の
行事等を中止している為、紙面や面会時に対応
する機会を設けている。

面会は玄関で時間を決めて行っている。入居
者の生活の様子を写真入りで送る毎月の便
りは、家族に喜ばれている。２月に満足度ア
ンケートを実施した。遠方家族からアイパッド
での面会の要望に応えている。

外部の研修には参加できていないが、新人研
修、認知症ケアの基本の指導、定期的な勉強会
等、自施設で行っていた。研修後は報告書の提
出、棟での伝達研修などケアの向上に繋げてい
る。

GH協議会の会員であり、コロナ禍にて活動は
減ったが、交流する機会があればリモートでの参
加を積極的に行っている。

グループホーム協議会の勉強会に参加し、
ケアに活かしている。コロナ禍による職員不
足の協力体制などの情報交換をしている。コ
ロナ感染状況を考慮し、同業者と交流するよ
う努めている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、
本人の安心を確保するための関係づくりに努めて
いる

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、他
のサービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 (10) ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

ご本人様の思いや不安、御家族様からの情
報、訴えをよくお伺いすると共に、お客様と
の状態をよく観察し把握、情報を共有し、安
心できる環境作りを行っている

御家族が相談しやすいよう積極的に声を掛
け、思いや要望、不安等を引き出せるよう努
めている。ご家族との情報共有に努めてい
る。

面会時には、積極的に会話し、要望等気軽に話
して頂けるよう声掛けしている。相談事、特変時
にはこまめに報告している。毎月のお便りにてご
本人の様子を報告している。離れているご家族に
は、電話やビデオ通話にて近況を伝える事もあ
る。

コロナ禍で減ってしまっているが、御家族様
との外出、外泊の時間を大切にしていた。ご
家族様からの情報をもとに会話に取り入れ
たりしながら対応している。

友人等の面会や外出は自粛している。家族
の話やセンター方式に記入された思いや馴
染みの人、場所の情報を、日常の会話に取
り入れている。来訪する理美容師は馴染み
の人となっている。

実調時には、御家族様にセンター方式を記入して
頂き、情報収集し、ご本人をよく観察し、以前と変
わらない生活環境を整えるよう努めている。初回
カンファレンス時には、何に困っているのか、ニー
ズを職員間で共有し、プラン作成に繋げている。

GHを生活の場としてとらえ、できる事、できないこ
とを見極め、できることは継続していけるよう、見
守り支援、できないことはお手伝いしたりと生活
の継続性につなげている。一緒に食事をしたり、
隣席で記録を書く等いつもそばにいる関係性を
築いている。

利用者様各々の性格を把握し、家事、活動等楽
しんで頂けるよう、職員が間に入ったり、声掛けし
たり対応している。他者様との関わり等もプラン
に取り入れることで、孤立しないよう努めている。
座席の配置についても、関係性を考慮している。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 (11) ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 (12) ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

ご本人様の生活歴、日常の会話や表情の観察、
コミュニケーション、ご家族からの情報等から、思
いや希望に気づけるよう努めている。申し送り
ノート、ミーティング、カンファレンス等で情報共有
している。

日々の関わりの中で、思いや希望を把握で
きるよう努めている。何気なく発した言葉やつ
ぶやき、表情等を観察し記録に残し、共有し
ている。「饅頭が食べたい」等、その人の思い
に出来るだけ応じている。

入居時にはセンター方式の記入を依頼し、様子
をお伺いし、生活歴の把握に努め、職員間で共
有している。日々のかかわりや会話から、生活歴
や、好み等を引き出せるような声かけを心がけて
行い、ミーティングや、カンファレンスで共有し、把
握に努めている。

他サービスへの移行時、相談やケアマネー
ジャーとの協力を行ったり、状況に合わせて
支援している。

介護計画に沿ったケアを実践し、ケア記録
に残し、カンファレンスには見直しをしてい
る。カンファレンス時は、職員其々の意見も
収集し、反映させている。

往診の他、訪問看護、訪問歯科、訪問マッ
サージの利用など、利用者様の状況、状態
に応じて対応している。ご家族が受診対応
できない利用者のかかりつけの歯科医の同
行もした。

日々の変化はその都度申し送り、毎日の
ミーティング時に共有し、現状の把握に努め
ている。

ご本人様の生活歴、GHでの生活の様子、思い、
御家族の意向に副って、観察や気づきの意見を
収集します。課題を明確にして、原因を探ること
で、維持できるのか、改善できるのか、そのため
のアイデアを計画に繋ぐよう作成しています。

個々の介護計画短期目標に合わせ、カンファ
レンスを開きモニタリングを行い、６ヵ月毎に
見直している。状態に変化などあった場合
は、その都度見直している。転倒リスクが高
い等、現状に即した計画となっている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 (13) ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に
伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看
護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
また、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。又は、そ
うした場合に備えて病院関係者との関係づくりを
行っている。

33 (14) ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 (15) ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につけると
ともに、地域との協力体制を築いている

週に１回の訪問看護、歯科往診では、ご本
人の状態、特変、相談事項等の申し送りの
記入、来棟時には、口頭にて相談報告をし、
指示を仰ぎ、適切に対応している。

早期の退院ができるように病院との情報交
換を行い、御家族への経過説明などこまめ
に行っている。いつ退院できても良いように
体制を整えている。

現在、コロナ禍にて地域との交流が無い状
況

コロナ禍でもかかりつけ医の受診をしているご家族様が
1名いる。受診の際は申し送りを作成しご家族から先生
に伝えて頂いている。ご家族様の希望に応じて往診の
切り替えを行っている。月２回の定期往診で症状、状
態、受診結果はその都度、御家族様に報告している。
又往診医の紹介で適切な医療機関への対応もできる。

殆どの方が、月２回の協力医の訪問診療を
受診している。かかりつけ医と専門医の受診
は家族対応となっている。歯科医の定期健診
があり、週１回歯科衛生士の口腔ケア指導、
訪問看護師の来訪がある。

各災害時のマニュアルを作成し職員間で共有し
ている。防災委員中心となり年２回の避難訓練を
実施した。備蓄品の定期点検、利用者様の状態
把握、地域の方々の協力体制や、連絡網の更新
等、コロナ禍でも出来る対策も引き続き行ってい
る。

避難訓練実施計画書を作成し、年２回実施し
ていたが、コロナ禍のため夜間想定訓練は
出来なかった。防災委員会を中心に振り返り
を行い、次に活かしている。備品の確認や緊
急連絡網、マニュアルの見直しをしている。

重度化した利用者様には、往診Ｄｒ．から御家族へ終末
に向け状態の説明を管理者、主任同席にて行ってい
る。職員はＤｒ．の指示に従い、状況にあった対応、ケア
を提供し、御家族の思いを重視しながら支援している。
コロナ禍であってもご家族の面会もお声がけし、時間を
作って頂くよう支援している。

「重度化対応・終末期ケア対応指針」を明文
化し、入居時に本人と家族に説明している。
重度化した場合に段階的に、医師、関係者と
話し合い方針の統一を図っている。職員に看
取りに関する勉強会をしている。

急変時は往診医と連絡を取り指示に従い対
応している。緊急時対応の勉強会は実施で
きたが、今年度は実践の勉強会がまだな
い。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 (16) ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 (17) ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応
じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

ひとりひとりの生活のリズムを大切にしている。自
己決定や残存能力を活用して頂き、感謝の言葉
を伝える声掛けを行っている事で、利用者様は誇
りをもって生活して頂いている。居室の出入り、ト
イレ誘導等はプライバシーに配慮した声掛けや
対応を行っている。

ユニットミーティング時に接遇マナーの勉強
会をしている。入居者一人ひとりに合わせた
対応を心がけ、不快にさせないケア、プライ
バシーを損ねないケアに取り組んでいる。

自立している方は、自分なりのおしゃれや服装を
して頂いており、意志が問えない方には、気候や
好みを配慮しながら、その人らしい服装を選んで
いる。家族が遠方の利用者様は、持参された衣
類から好みを判断し、職員が買い物で補充する
事もある。

その方の動きに合った片付けをしていただ
いている。テーブル拭き食器拭き等一緒に
行っている。

食材は宅配業者より配達される。入居者の
希望でメニューを変更することがある。七夕
に流しそうめん等行事食がある。誕生日には
職員手作りのケーキがある。ホットケーキ等
おやつを一緒に作って食べる楽しみがある。

本人の想いを最優先しながら、自らの意思や行
動が引き出せるような声掛けや、さりげないセッ
ティングを行っている。

決まり事やスケジュールはありません。本人
の意思を尊重したり、ひとつひとつの行動も
制止せず見守り、ペースを大切にしている。

水分摂取量はパターンシートにて管理し、食事は
刻みやミキサー等その方の状態に合わせて摂取
できるようにしている。水分摂取量の少ない方、
むせが見られる方にはゼリーを手づくりし、食事
の際に一緒にお出しして摂取していただいてい
る。

毎食後、利用者様の状態に合わせて、声掛
け、見守り、仕上げ磨き、全介助で実施して
いる。又、希望者は、定期的に歯科往診を
受けている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

43 (18) ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （19） ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた支援をしている

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （20） ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。また、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

排泄パターン表を確認したり、出勤スタッフの
連携でトイレ訴えやのサインを見逃さないよう
に排泄の支援を行っている。時間でのトイレの
声がけをしている方もいる。状態の観察や、情
報の共有、検討を細目に行い、利用者様視点
のケアを行うよう努めている。

定時や立ち上がる等のサインを見逃さず、ト
イレ誘導をしている。夜間帯はオムツやポー
タブルトイレを使用する等、個別に支援してい
る。歩行訓練の結果、歩行が可能となり、トイ
レ排泄が自立となった方がいる。

利用者様ひとりひとりの排便状況を把握し、乳
酸菌飲料や、起床時の水分摂取等で工夫し、
状態をＤｒ.に相談しながら、下剤の服用を行っ
ている。合わせて日中の水分の摂取もゼリー
等で摂取できる様、工夫している。

Ｄｒ.の指示通り服薬している。ピルケースにセット
し、数回のチェックを行い、服薬もれに注意し、服
薬支援の理解にも努めている。体調の変化が見
られた場合にはＤｒ.に相談し指示を仰いでいる。
変更や追加があった際は服薬後の状態の確認を
行いご家族に報告している。

情報の収集を行い、一人ひとりのＡＤＬや、生活
歴に配慮し日常生活に必要な家事等、役割を
持って頂けるよう積極的に声かけしている。感謝
の声掛けは必ず行い、やりがいを感じて頂いてい
る。DVDで歌謡ショーを鑑賞される等気分転換を
図っている。

体調や気分に配慮した、無理強いしない声掛け
を行っている。曜日、時間帯も決めていない。入
浴の身体への負担にも配慮している。気がすす
まない方には足浴のお誘いするようにしている。
「入浴を楽しむ」という、決めつけの支援にならな
いよう、清拭などの対応もしている。

毎日の入浴や夜間の入浴等、一人ひとりの
希望に合わせた対応をしている。「お風呂ど
うですか」と無理強いしない声がけをしてい
る。浴槽を跨ぐのが困難な方は、足浴やシャ
ワー浴、二人体制で支援している。

日中でも、本人の状態や気分に合わせ臥床の
時間を設けている。夜間は安眠できるように、
室温、湿度の管理を行い、乾燥には、濡れたタ
オルを居室内に干す等、加湿対応している。
夜間、不安がみられた時は、できるだけ一緒
にいる対応をしている。

新型コロナウイルスの影響により外出や行
事は中止が続いており、ご家族との外出は
受診のみになっているが、感染対策を行い
安心して出かけられるようご家族様とも共
有・協力している。

遠出の外出はなかったが、天気の良い日は
ホーム周辺を散歩している。春に近隣の公園
に桜を見に出掛けている。職員と一緒にコン
ビニに買い物に出掛ける方もいる。ウッドデッ
キでおしゃべりや日向ぼっこを楽しんでいる。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （21） ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （22） ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

電話をしたいと希望があれば、かける作業
を代行し、家族様と会話ができるよう支援し
ている。

外の明るさを取り入れ季節や時間の感覚を
体感できるようにしたり、窓を開け外の空気
を取り入れている。

リビングの木製の丸テーブルは、暖かなぬく
もりを感じる。定期的に窓を開け換気を行
い、温湿度を管理している。手作りのカレン
ダーや干支のうさぎの貼り絵を飾り、節分の
鬼の面が季節を感じる。廊下に椅子とソファ
を置く等、居心地の良い空間である。

必要に応じて職員と一緒に買い物に行った
り、職員が代行したりしている。

長くて幅の広い廊下は、自力歩行しやすい
よう、常に明るくして障害になるものが無い
ようにしている。歩行中途中で休憩ができる
ようソファを置き安全に自力歩行ができるよ
う工夫している。

一人ひとりが、それぞれ好む場所で過ごせ
るよう配慮している。気の合った利用者様の
座席の配置換え等も行いながら、安心でき
る居場所となる工夫をしている。

自宅から使い慣れた家具や、家族の写真や
人形、手紙等を飾ったり、状況に応じて工夫
している。

和室３部屋と洋室６部屋がある。使い慣れた
ベッドや布団を持ち込み、タンスや椅子と
テーブルを使い易いよう配置している。ピアノ
を持ってきている方がいる。壁に家族の写真
や作品を飾り、安心できる居室である。
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令和 4 年度

【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】

○ ○

○

○
○

○

○ ○

○
○

○ ○

○

訪問調査日 令和　5年2月9日

コロナウイルスの影響が続き、面会・外出の制限が今も尚続く中で情勢を見ながら希望される方には
近隣への買い物、外食といった支援を行っています。施設の状況に合わせて面会も距離を取りながら
行って頂いています。今年度は人員不足もあり職員に余裕がない時期ではありましたが利用者様に満
足して頂けるようスタッフ一同協力しながら対応して参りました。出来ないで終わらせるのではなくどう
やったら出来るかを常に考えられるよう指導もしています。今後も様々な状況があると思いますが利用
者様第一に笑顔溢れる棟を目指しチームで支援して行きたいと思います。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

文化センターや幼稚園、市役所等が散在する住宅地の一角に位置している。ホームは平屋
建て３ユニットで、敷地内にデイサービスがある。コロナ禍前は認知症カフェやホーム主催の
行事に、毎年大勢の地域住民の参加があり交流の場として、地域に根ざしたホームであり、
再開を望んでいる。外出が制限されている中、職員は室内で楽しめる夏祭りやクリスマス会等
季節の行事を、入居者と一緒に考案し実行して、笑顔と笑い声を響かせている。環境、防災、
勉強、リスク、感染の各委員会が中心となりミーティングや勉強会で話し合いを重ね、振り返
り、新しい気づきを共有し「入居者本位」の基本を大切にした支援に取り組んでいる。
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宮城県多賀城市高崎３丁目２９－１所在地
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令和　4　年　10　月　28　日

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

利用者は、職員が支援することで身体や精神の
状態に応じて満足出来る生活を送っている。
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がりや深まりがあり、事
業所の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

4. ほとんどいない

職員は、やりがいと責任を持って働けている。
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての利用者が

60
利用者の意思を出来る限り尊重し、外出等の支
援をする努力をしている。
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、医療機関との連携や、安全面で不安
なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

59
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2.自己評価および外部評価結果(詳細)（事業所名　　グループホームゆうゆう多賀城　　　）「ユニット名　　　　もも　　　　　　」

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的な
行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 (6) ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払い、
防止に努めている

市町村担当者や市町村から委託を受けた
地域包括支援センターに対し考え方や実情
を伝える機会を作り課題解決に向けた話し
合いを行えている。

介護保険更新や生活保護関連の諸手続きで
担当窓口に行き助言を得ている。介護保険
運営協議会に参加した。書面による実地指
導があり、見直しや改善点の確認を行った。
今回の外部評価に市職員が同席している。

身体拘束廃止委員会を実施し意見を出し合
いそれを議事録として残し全職員が情報を
共有し、身体拘束のないケアの実施に取り
組んでいる。

身体拘束廃止委員会を定期的に実施し、転
倒防止のセンサー使用や暴言、暴力にどう
対応するか等、課題を話し合っている。帰宅
願望は寄り添い、傾聴して一緒に行動した
り、電話をしたいという方等に行動を制止す
ることのないよう対応をしている。

定期的に虐待の芽チェックリストを活用して
いる。高齢者虐待に該当する行為を理解
し、情報共有や相談できる環境を作る等工
夫している。

職員は虐待の芽チェックリストを活用し、高齢
者虐待に該当する行為を理解している。接遇
の勉強会を実施し、介護の姿勢や身だしな
み、声がけについて振り返りを行い、虐待に
繋がらないケアに努めている。

地域密着型サービスの意義や役割を理解し
それを踏まえた理念を作り共有、実践に繋
げている。

毎年4月に目標達成状況を話し合い、会社理
念を基に、３ユニット各自の目標を作ってい
る。目標を玄関やホールに掲示している。何
事も他人事でなく自分事として捉え、笑顔に
繋がる支援を心がけている。

コロナ禍の為直接の交流は控えている状態
であるが窓越しから知り合いの方が気にか
けてくださる事もあります。今後も地域住民
との交流が出来るよう努めていきたいと思い
ます。

コロナ禍のため、地域住民との直接の交流
は自粛している。コンビニでの買物やウッド
デッキで洗濯物干しているとき等、近隣の方
が声をかけて来る。ボランティアの方が新聞
紙で折ったごみ入れを持って来訪する。

上記同様コロナ禍で実施が困難になってい
る。情勢を見ながら認知症カフェ等の開催を
行い活動していきたい。

現在もコロナ禍で中止が続いている。2ヶ月
に１回。年に６回文書にて行政、家族、地域
の方に報告をしサービスに反映できる様努
めている。

奇数月に６回書面会議で行っている。入居状
況や活動報告、コロナウイルスの影響と対策
等を報告している。全家族にも郵送してい
る。２月に家族アンケートを実施し、コロナ禍
に対する感謝の言葉等が寄せられた。

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 (7) ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 (8) ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 (9) ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

コロナの関係で外部研修はなかなか受けら
れていないが、情勢を見て積極的に参加し
伝達研修を通し職員間で共有していきたい
と思う。

交流する機会には参加し互いに意見を交換
し合っている。

グループホーム協議会の勉強会に参加し、
ケアに活かしている。コロナ禍による職員不
足の協力体制などの情報交換をしている。コ
ロナ感染状況を考慮し、同業者と交流するよ
う努めている。

入所する際に説明は行っているが、疑問に
思えることが出てきた際は理解、納得して頂
けるように説明している。

面会時や電話等でご家族様に日頃の様子
を伝え要望等を伺っている。

面会は玄関で時間を決めて行っている。入居
者の生活の様子を写真入りで送る毎月の便
りは、家族に喜ばれている。２月に満足度ア
ンケートを実施した。遠方家族からアイパッド
での面会の要望に応えている。

気軽に話し合える関係性を築き、いつでも意
見交換できる様にしている。

広報や防災、勉強等の委員会からの活動報
告や個々に合った排泄用品の変更等の提案
があり実現している。家族より希望のあった
外出について、感染予防を徹底した実施を検
討している。年２回管理者との面談がある。

自己評価、面談等を行い話し合い、少しでも
希望に添えるよう努めている。

資料等を使い学び、全職員が共有し必要時
にはそれらを活用しながら支援している。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、
本人の安心を確保するための関係づくりに努めて
いる

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、他
のサービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 (10) ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

日々の利用者様同士の会話や様子などを
見て、座席の見直しや職員が仲介など行い
コミュニケーションを図れるよう努めている。
また、毎月行事を行っており皆様で楽しめる
工夫をしている。

見学や相談時によく話を伺い、どのような状
況にあるか確認し必要な対応を取っている。

日々の会話や一緒にレクリエーションを楽し
んだりしている。また、そのひとに合った役
割を提供し感謝を伝えている。

面会時や電話、毎月のお便りでも生活の様
子を伝えている。気付きや変化があった際
は報告しご家族との連絡を密にしている。

ご本人やご家族、親族の方に話を聞き馴染
みの人や場所を知る努力をしている。

友人等の面会や外出は自粛している。家族
の話やセンター方式に記入された思いや馴
染みの人、場所の情報を、日常の会話に取
り入れている。来訪する理美容師は馴染み
の人となっている。

信頼関係を築き、安心して過ごせるようその
ひとに寄り添ったケアを心掛けている。

実調時や入居時にお話を伺い不安なことや
要望を知る努力をしている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 (11) ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 (12) ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

一人一人の心身状態や残存機能を生かし
た生活をしていただき、現状維持できる様状
態の把握に努めている。

必要関係者と意見交換、情報共有を図り現
状に即した計画の作成を行っている。

個々の介護計画短期目標に合わせ、カンファ
レンスを開きモニタリングを行い、６ヵ月毎に
見直している。状態に変化などあった場合
は、その都度見直している。転倒リスクが高
い等、現状に即した計画となっている。

こまめな申し送りやケース記録への記入を
通してこれらを元にして実践、計画の見直し
を行っている。

ニーズに対応できる様に支援しているがウ
イルスの影響もあり柔軟な支援やサービス
の多機能化には取り組めていない。

要望があれば、相談や支援に応じるが、こ
ちらからは積極的な経過のフォローは余り
行っていない。

暮らしの希望、意向の把握に努めている。
意思疎通が困難な場合は本人本位に検討
しているがウイルスの流行等により応じるこ
とが出来ない場合もある。

日々の関わりの中で、思いや希望を把握で
きるよう努めている。何気なく発した言葉やつ
ぶやき、表情等を観察し記録に残し、共有し
ている。「饅頭が食べたい」等、その人の思い
に出来るだけ応じている。

家族との情報共有により、馴染みのくらし、
これまでの経過の把握に努めている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 (13) ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に
伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看
護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
また、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。又は、そ
うした場合に備えて病院関係者との関係づくりを
行っている。

33 (14) ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 (15) ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につけると
ともに、地域との協力体制を築いている

早い段階からご家族様との話し合いを行い
職員同士でも情報の把握・共有を徹底し支
援し取り組んでいる。

「重度化対応・終末期ケア対応指針」を明文
化し、入居時に本人と家族に説明している。
重度化した場合に段階的に、医師、関係者と
話し合い方針の統一を図っている。職員に看
取りに関する勉強会をしている。

急変や事故発生時には医療機関と連絡を
取り合っているが訓練は行えていないため
実践力に不安がある。

災害時のマニュアルを共有している。定期
的な避難訓練も行えている。

避難訓練実施計画書を作成し、年２回実施し
ていたが、コロナ禍のため夜間想定訓練は
出来なかった。防災委員会を中心に振り返り
を行い、次に活かしている。備品の確認や緊
急連絡網、マニュアルの見直しをしている。

コロナ禍であり制限はあるが情勢を見なが
ら近隣へ散歩をしながら近くのコンビニエン
スストア等を利用し支援している。

往診やかかりつけの医療機関への受診を
支援している。常にご家族への報告も行っ
ている。

殆どの方が、月２回の協力医の訪問診療を
受診している。かかりつけ医と専門医の受診
は家族対応となっている。歯科医の定期健診
があり、週１回歯科衛生士の口腔ケア指導、
訪問看護師の来訪がある。

利用者様の体調の変化を伝え、処置やアド
バイスを頂きケアに活かしている。

利用者様の変化に気付き病院関係者へす
ぐ報告し関係づくりを行えている。常に相談
できている。

5/8 一万人市民委員会宮城



ゆうゆう・多賀城 2023/3/20

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 (16) ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 (17) ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応
じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

食事や水分の摂取量を記録し、職員間での
情報共有を行い、促しや介入を行っている。

利用者様個々に合わせ、口腔ケアを行って
いる。歯科往診もあり、柔軟に対応出来てい
る。

日々のコミュニケーションの中で、想いの汲
み取りを行い、利用者様が自ら選択出来る
声掛けの工夫に努めている。

利用者様の希望される生活ペースに合わせ
ることを第一に考え、職員間の声掛けを大
切にし、体調管理や見守りを行っている。

朝の整容や、利用者様と一緒に衣類を選ん
だり、代行する際は好みや体調を把握し、支
援に努めている。

個々に合わせた食形態や食事量、好き嫌い
の把握に努め、利用者様に合わせた食事の
提供を行っている。

食材は宅配業者より配達される。入居者の
希望でメニューを変更することがある。七夕
に流しそうめん等行事食がある。誕生日には
職員手作りのケーキがある。ホットケーキ等
おやつを一緒に作って食べる楽しみがある。

利用者様のペースに合わせた対応を大切
にし、一人一人に合わせた声掛け、想いを
尊重し、支援に努めている。

ユニットミーティング時に接遇マナーの勉強
会をしている。入居者一人ひとりに合わせた
対応を心がけ、不快にさせないケア、プライ
バシーを損ねないケアに取り組んでいる。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

43 (18) ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （19） ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた支援をしている

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （20） ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。また、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

コロナ禍の為外出制限はあるが、施設周り
での散歩や近隣への買い物支援をしてい
る。買い物や外出時はご家族へ連絡し共有
している。

遠出の外出はなかったが、天気の良い日は
ホーム周辺を散歩している。春に近隣の公園
に桜を見に出掛けている。職員と一緒にコン
ビニに買い物に出掛ける方もいる。ウッドデッ
キでおしゃべりや日向ぼっこを楽しんでいる。

利用者様の体調に合わせた声掛け案内を
行っている。出来る事は行っていただき自立支
援も行っている。希望に合わせシャワー浴や
入浴をしシャワー浴の方には足浴対応し温
まっていただいている。安全面から中には２名
対応で入浴できる様支援している

毎日の入浴や夜間の入浴等、一人ひとりの
希望に合わせた対応をしている。「お風呂ど
うですか」と無理強いしない声がけをしてい
る。浴槽を跨ぐのが困難な方は、足浴やシャ
ワー浴、二人体制で支援している。

希望や状態によっては臥床時間を設けてい
る。不眠が見られた際は近くで傾聴しながら
安心して入眠が出来るよう努めている。

服薬効能表を確認し理解している。薬の変
更時は必ず申し送りを行い情報共有してい
る。変更があった際は様々な症状の観察を
し変化に気づけるようにしている。

テーブル拭き、お膳、食器拭きをして頂きそ
の方々にあった役割を提供している。又月
毎の行事や誕生会を実施し気分転換を図っ
ている。

排泄チェック表の活用をしトイレ声掛け、案
内、介助を行っている。プライバシーや羞恥
心に配慮しながら声掛け一人一人に合わせ
た支援を行っている。

定時や立ち上がる等のサインを見逃さず、ト
イレ誘導をしている。夜間帯はオムツやポー
タブルトイレを使用する等、個別に支援してい
る。歩行訓練の結果、歩行が可能となり、トイ
レ排泄が自立となった方がいる。

排便チェック表を使用し状況の観察、薬だけ
ではなく乳飲料、乳製品の提供をし排便コン
トロールしている。必要時は往診医へ相談し
下剤の調整も行っている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （21） ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （22） ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

職員間で話し合いご本人の意見も取り入れ
ながら出来る事を行って頂いている。

利用者様が自由に気兼ねなく過ごせるよう
に工夫、配慮している。

利用者様と一緒に考え希望を取り入れ配置
を工夫している。

和室３部屋と洋室６部屋がある。使い慣れた
ベッドや布団を持ち込み、タンスや椅子と
テーブルを使い易いよう配置している。ピアノ
を持ってきている方がいる。壁に家族の写真
や作品を飾り、安心できる居室である。

自己管理や支払いが難しくなっているので
希望により預り金にて買い物の代行を行っ
たり一緒に買い物に行ったりと支援してい
る。

希望があればいつでもご家族様には連絡で
きるようにしている。又お知らせ文に一筆か
いて頂いたりしている。

その季節の行事を行い、四季折々を感じ楽
しんで頂いている。

リビングの木製の丸テーブルは、暖かなぬく
もりを感じる。定期的に窓を開け換気を行
い、温湿度を管理している。手作りのカレン
ダーや干支のうさぎの貼り絵を飾り、節分の
鬼の面が季節を感じる。廊下に椅子とソファ
を置く等、居心地の良い空間である。

8/8 一万人市民委員会宮城


